








































（Strengthening the Reporting of Observational Studies 


































可能な範囲とし，急性効果の検証に 6 名， 4 週間
介入の効果の検証に 8 名とした．
　 2） 属性
　　（ 1）急性効果（ 6 名）
　　　 　男性 4 名，女性 2 名，年齢67.5±2.7歳，身
長153.4± 8 cm，体重52.2±6.9㎏，Body mass 
index（BMI）22 ± 1.9，Min i -Menta l S ta te 
Examination（MMSE）29± 1.8，Functional 
Independence Measure（FIM）98±16.1
　　（ 2） 4 週間介入の効果（ 8 名）




















　　 　看護師としての 3 年以上の臨床経験を有し，プ
ログラム開発者の直接指導を受けたものとした．
　　 　急性効果の検証では 1 名， 4 週間の効果の検証






















図 1  バランスボールを用いた運動プログラム
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表 1　対象者の属性の比較
項目 急性効果（n= 6 ）
4 週間介入効果
（n= 8 ） Ｐ値
性別（男性/女性）1） 4 / 2 2 / 6  0.73
年齢（歳）2） 67.5± 2.7 68± 4.6 0.89
身長（cm）2） 153.4± 8.0 151.4± 8.3 0.97
体重（kg）2） 52.2± 6.9 50.3±14.6 0.36
BMI 2 ） 22± 1.9 22± 4.1 0.49
MMSE 2 ） 29± 1.8 27± 2.9 0.27
FIM 2） 98±16.1 92.3±15.9 0.64
数値：平均±SD，有意水準P＜0.05






急性効果（n= 6 ） 9.1±2.2 8.5±1.5 0.028※
4 週間介入効果（n= 8 ） 14.7±5.3 12.6±5.6 0.036※
数値：平均±SD，※有意水準P＜0.05
ウィルコクソンの符号付順位検定








実施前 9.1± 2.2 14.7± 5.3 0.029※
実施後 8.5± 1.5 12.6± 5.6 0.029※
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